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Due to a回pidincre田 ein labor costs and the domestic demand in China， Japanese offshore outsourcing to Vietnam 
has increased recently. Are Japan-Vie加担npartne四hipopportunities promising in 0百"shore50仕waredevelopm叩げWe
analyze出eJap叩 Vie祖国ncooperatIve sys匝msm出einformation system development in由l'町ticle.Firstly. we出回目
the Vie田町neseICT service industry as a whole from the following viewpoints‘Price competitiveness'四 d‘Siteenvi 
ronments' . Secondly， although preceding s加di田 aboutJapanese offshore software development focused on Bridge SE. 
their roles are obscure. There are pe四onnelwho have different roles in白elYP田 ofJapanese 0百'sho田 softwaredevel-
本論文は、複数のレフェリーと編集委員会による査読を受けたものである。
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opment. In this paper， we focus on Bridge-people who are not only Bridge SEs， they have other roles as well as Bridge 
SEs. We also illustrate也eframework of Bridge-people's skil叩 dknowledge which Japanese comp四国sdemand. And 
a150 we examine the role ofBridge-people who reduce the cost of Japanese offshore 50世waredevelopment 
[Ke刊 ordsl















































スの契約以降にも行われるためと述べている。海外の文献では、 Tiwanaet a1. [2008]が顧客とベンダーと
の調整役としてブリッジSEを使うことを日本の特質としている。そして、多国籍企業において海外事業を
円滑に進めるための連携(Liaison)機能を果たす人材については、 P旧k叩 dSohn [2004]やChan，Gong叩 d
Peng [2011]など海外駐在員に着目したものと、 Vance，Vaim叩 andAndersen [2009]など現地人材に着目し
たものに大別される。このうちPaik阻 dSohn [2004]は駐在員が現地文化をよく理解することの重要性を指







[2005]によれば、日本企業がブリッジSEに求めるスキル・知識は、(1) SE (System Engineer)としての












情報通信技術がベトナムの経済発展にとって戦略的役割を果たすと、 1995年に fNationalProgram on IT to 
the Year 2000Jにおいて取り組みが発表された。その後もICT関連の政策に関するいくつかの公布があり、












事業展開をするASEANレベルの ICT 事業展開をする多くの ICT企業を輩
企業を輩出する 出する



























ノ、 ドウェア産業 ソフトウェア産業 デジタルコンテンツ産業 合計
2008年
110，000 
573，O60C0 O 33，000 200，000 
1，440 2，820 
2009年
121，300 64，000 41，000 226，300 
1，809 4，093 3，505 
2010年
127，548 71，814 50，928 250，290 
L 2，201 5， 123 4，896 










2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
大学・カレッジ 192 219 271 271 277 
在学者数 30，350 39，990 50，050 56，406 60，332 























国・地域 2002年 2∞3年 2004年
中国 9，833 26，280 33，241 
インド 1，908 6，312 4，255 
ベトナム 30 30 216 
フィリピン 1，864 2，494 2，117 
その他 6，616 13，844 12，868 





48，535 57，537 56，476 
14，093 20，631 20，806 
430 1，258 3，867 
1，550 4，262 4，604 
6，670 12，139 15，330 




















表 6 ICT技術者職種別年間平均給与 (2009年)
(単位:US$) 
日本 中国 インド ベトナム
ソフトウェア
闘精 54，169 
16;289 7，512 4，226 
ソフトウェア
プログラマ/開発者
39，321 18，325 7，512 4，226 
シアソフトウェア
プログ、ラマ/開発者 23，214 12，125 7，413 
ITプロジェクト





考察する。 PO由 r[1990]は国の競争優位について、投入資源条件 (FactorConditions)、需要条件 (Demand





日本 中国 インド ベトナム
企業戦略及び競争 -ソフト製品非力 -ソフト製品非力 -ソフト製品非力 -ソフ卜製品非力
環境 受託生産ソフト市 -園内市場は中規 国内市場は小規 -国内市場は小規
場は巨大だが、 模だが急伸中 模だが、世界市 模
適切な持続的投資 多重請負構造 場から 目置か
を促す規制・社会 れる
規範・インセン -政府育成策のー -政府の支援 政府の支援 -政府の支援があ
ティブ 方、法人税率高い る
-ソフト技術者の -ソフト技術者の ソフト技術者の -ソフト技術者の
競合企業聞の競争 ステータス微妙 ステータス高い ステータス高い ステータス高い
-国際志向が弱い -国際五向強い -国際志向が強い -国際志向が強い
-環境要因21位 -環境要因57位 -環境要因58位 -環境要因78位
投入資源条件 -事務所賃料 -事務所賃料 -事務所賃料 -事務所賃料
労働力 横浜 51.3 大連 38 ムンノ守イ 45 ホー チミン 34-36
科学知識 北京 119 ノすンガロー jレ 17 
経営資源 -製造業技術者賃金 製造業技術者賃金 -製造業技術者賃金 -製造業技術者賃金
横浜 81，887 大連 10，074 ムンノ守イ 7，613 ノ、ノイ 4，855 
北京 13，466 バンガロール 10，751 ホー チミン 4，780 
関連産業・支援産 . ICT関連産業が . ICT関連産業が . ICT関連産業は全 -中国を参考に産
業 発達 成長中 図的には未発達 業政策を推進
競争力のある関連 -組込ソフト関連 -ソフト開発拠点 -有力なソフト関
産業 が成長 を続々と建設 発拠点
需要条件 • ICT判用が進展 • ICT利用水準は . ICT利用水準は 'ICT利用水準は





















































































3. 7'ウトソー ス型 1 (1) • Tinhvan Outsourcing {幽}



























4.アウトソース型 1 (2) : CMC Softwa陪 Solu!ion佃 ω






















5. yウトソース型n: FPT Software 脚。
FPT Softwareは、ベトナム最大手のICf企業であるFPTCorporation (1998年設立、 2010年のグループの社員
1万2300人)出回のソフトウェア事業部として、 1999年からアウトソーシングビジネスを開始した。 2004年














US$であった。 2010年の為替レ}トの年間平均(1 US$ = 87.79円)世36)で日本円に換算すれば約23億7400
万円となり、日本企業のオフショア開発のベトナムへの発注取引額20億8000万円{出" (2010年)を計算上、
上回る。従ってFPTSoftw町eは、日本企業のオフショア開発のベトナムへの発注分を、ほほ独占していると




























































日本企業のオフショア開発におけるブリッ ジ人材の役割は、 (1 )委託企業の開発手法や業務知識を受託
海外企業に伝達、(2 )日本本社や再委託先企業との業務調整、人材雇用、労務管理、などの業務であり、
吉田勝彦・加藤敦「ベトナムにおける日本企業のオフショア開発は有望かJ 109 








ブリッジ人材の種別 ブリ yジ ブリッジ コミュニ コミュニ
ーター
SE SE ケーター ケーター
役割 管理・調整 開発 開発補助
SEの揃肋 。 。
PMの管理能力 。 f'. 
ス 委託企業・当該業界に 。 ム 。 ム
キ 関する知識
ノレ 日本語運用能力 。 。 。 。






























は開発を担当し、(1) SE (System Engineer) としての技術力、(2) PM (Proj田 tManager) としての管理
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(注9)目立ソリューシヨンズのホームベージ 旧 日立ソフトウェアエンジニアリング(株)の沿革 (2013年3月22日
閲覧)
(注10)BSA [2012b]の世界66カ国を対象にしたICT競争力を調査(ビジネス環境、 ICTインフラ、人的資産、法的環境、









(注目)環境要因として“Marketenvironment"に， Political and re例制叩f町田wo止.. . Inf出回ctureenvironment"を取り
上げている。
























(注31)訪問日 2005年5月23日、 20日7年7月18日、 2日7年8月15日、 2007年9月24日、 2007年12月20日、 2008年1月22
目、 2008年10月31日、 2011年11月24日、対応者はFPTSoftware副社長および営業部長他。本論文のデータ等は、 2012年
11月24日訪問時の聞き取り調査および同社ホームベージによる。











































羽淵貴司 細川孝 [2008Jr阻 Cオフショア開発Jr龍谷大学経営学論集」第48巻第1号、 pp.66-79，
吉田勝彦 [2005Jrソフトウェア開発の国際分業一日本企業の中国でのオフショア開発」大阪市立大学大学院 創造都
114 創造都市研究第9巻第 1号(通巻14号) 2013年 6月
市研究科修士学位論文。
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